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図書館電動スタックランナー保守点検

業務仕様書 
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図書館電動スタックランナー保守点検業務 
仕様書 

 
 
１ 図書館電動スタックランナー保守点検業務は、この仕様書に従って実施するものと

し、「甲」は教育委員会を「乙」は指定管理者を指すものとする。 
２ この仕様書は、作業の大要を示すものであるが、作業遂行にあたり関係法令、維持  
 基準のあるものについては、それに準じて実施し、また仕様書に示さない事項でも管  
 理安全上必要な作業については、実施するものとする。 
３ 業務内容は、別紙「指示明細書」による。 
４ 乙は、緊急連絡先及び年間工程表を契約締結後遅滞なく甲に提出すること。 
５ 乙は、作業に必要な人員を常に確保し、作業の遅滞等ないようにすること。 
６ 危険防止及び物品の損傷防止については、次のとおりとする。 
（１） 乙は、施設内における作業の実施にあたっては、施設利用者の安全を確保する

とともに、利用者等に支障をきたさないよう措置を行うものとする。 
（２） 甲は、作業中に起こった事故についての責任は一切負わないものとする。 
（３） 乙は、作業のため施設内の物品等を移動するにあたっては、損傷のないように

取扱い、作業終了後もとの位置に復するものとする。 
（４） 乙は、作業により生じた災害及び物品等を損傷したときは、その責任を負うも

のとする。 
７ 乙は、点検、整備を行うにあたって、次の事項を遵守しなければならない。 
（１） 乙は、業務に関する作業責任者を定め、業務に従事する技術者の指揮・監督を

すること。 
（２） 乙は、甲と協議の上、事前に仕様書に基づき作業計画を作成、提出し、乙が定

めた作業責任者と甲とが必要な調整を行った上で、業務を遂行すること。 
（３） 作業は、施設の業務に支障を及ぼさない日時に行うものとし、事前に乙と甲協

議の上決定する。  
（４） 不時の事故等により甲が連絡した時は、休日、祭日、夜間にかかわらず乙はた

だちに担当技術者を派遣し復旧すること。 
（５） 点検、整備に要する機器、工具及び消耗品は、乙が準備、負担すること。 
（６） 乙は、点検整備中に機器等の不良箇所が発見された場合は、速やかに甲に報告

し、協議の上処理する。ただし、軽微な修理、部品交換については、乙の負担に
おいて処理すること。 

８ 乙は、作業終了後速やかに報告書等を作成し、甲の求めがあれば提出しなければな
らない。 

９ 関係官公署、団体に対して検査報告書等の提出の必要がある場合は、乙が責任 
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をもって履行しそれに要する一切の費用は、乙の負担とする。 
１０ 本仕様書及び指示明細書に定めなきことについては、乙は甲と協議の上、業務を

遂行すること。 
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指 示 明 細 書 
 
  
１ 業務内容 
 ・電動スタックランナー保守点検 
   点検数量 
 
 当初（１９９８年）導入分 

仕  様 数量 
７段 ６連 単式固定 １台 
７段 ７連 単式固定 １台 
７段１０連 単式固定 １台 
７段 ６連 複式固定 ３台 
７段 ８連 複式固定 ２台 
７段 ６連 複式移動 ４６台 
７段１０連 複式移動 ２１台 

 
 ２００４年度導入分 

品  名 ・ 仕  様 数量 

Ａブロック 
Ｅ３－１－３８０Ａ ７段 ７連 単式固定 １台 

Ｅ３－２－４８０Ａ ７段 ６連 複式移動 １台 

Ｂブロック 

Ｅ３－１－３８０Ｃ ７段 ９連 単式固定 １台 

Ｅ３－１－４８０Ａ ７段 ８連 複式固定（一連Ｗ＝６００） １台 

Ｅ３－２－４８０Ａ ７段 ９連 複式移動 ８台 

Ｅ３－２－４８０Ａ ７段１０連 複式移動 １２台 

Ｅ３－３－４８０Ａ ７段 ９連 複式移動主制御 １台 

Ｅ３－３－４８０Ａ ７段１０連 複式移動主制御 １台 

Ｃブロック 

Ｅ３－１－３８０Ｃ ７段 ７連 単式固定 ２台 

Ｅ３－１－４８０Ａ ７段 ７連 複式固定 １台 

Ｅ３－２－４８０Ａ ７段 ８連 複式移動 ２２台 

Ｅ３－３－４８０Ａ ７段 ８連 複式移動主制御 ２台 

Ｄブロック 

Ｅ３－１－３８０Ｃ ７段１０連 単式固定 １台 

Ｅ３－１－３８０Ｃ ７段 ９連 単式固定 １台 

Ｅ３－１－４８０Ｃ ７段 ９連 複式固定 ２台 

Ｅ３－２－４８０Ｃ ７段 ９連 複式移動 ２０台 

Ｅ３－３－４８０Ｃ ７段 ９連 複式移動主制御 ３台 

Ｅブロック 

Ｅ３－１－３８０Ｃ ７段 ８連 単式固定 １台 

Ｅ３－１－４８０Ｃ ７段 ９連 複式固定 ２台 

Ｅ３－２－４８０Ｃ ７段 ８連 複式移動 １台 

Ｅ３－２－４８０Ｃ ７段 ９連 複式移動 １７台 

Ｅ３－３－４８０Ｃ ７段 ９連 複式移動主制御 ３台 
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Ｆブロック 

Ｅ３－１－３８０Ｄ ５段 ９連 単式固定 １台 

Ｅ３－２－４８０Ｄ ５段 ８連 複式移動 １台 

Ｅ３－２－４８０Ｄ ５段 ９連 複式移動 ４台 

 
２ その他 
 大規模改修工事によりスタックランナーの点検ができない期間が発生する。「別紙 
図書館電動スタックランナー保守点検業務」に記載したとおり、４つのブロックに分け、
時期をずらして行う予定であるため、計画的に点検を行うこと。 
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   点検整備項目 （１）表示ランプの点灯点検 
            ア 電動パイロットランプ 
            イ スタートランプ 
            ウ 集束ランプ 
            エ ストップランプ 
            オ ロック表示ランプ 
            カ ロケーションランプ 
            キ 表示器 
            ク 終了スイッチ 
          （２）制御回路 
            ア リレー基板 
            イ ＦＣ基板 
            ウ コネクター・配線 
          （３）駆動部 
            ア モーター 
            イ 減速機 
            ウ ブレーキ 
            エ 車輪 
          ４ 動作 
           （１）一般動作（手動） 
           （２）一般動作（自動） 
           （３）進入検出装置 
           （４）一通路動作 
           （５）多通路動作 
           （６）セットアップ 
           （７）停止 
           （８）安全停止バー作動 
          ５ 構造 
           （１）棚及び台枠状態 
           （２）スイングアーム 
           （３）各連動照明 
          ６ 耐震・免震装置 
           （１）ブレーカー動作 
           （２）感震器付励磁ブレーキ 
           （３）免震散開装置 
 
２ 点検回数   年 ２回 
 
３ 部品の交換 

制御基盤・電源盤・感電装置・スイングアーム・照明・進入検出光電スイッチ・その
他制御部品を交換すること。 
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（４） （３） （２） （１）

（１）Ｃブロック、Ｆブロック
（２）Ｂブロックの一部、Ｅブロック
（３）Ａブロックの一部、Ｂブロックの一部、Ｄブロックの一部
（４）Ａブロックの一部、Ｂブロックの一部、Ｄブロックの一部

別紙 図書館電動スタックランナー保守点検業務



 

  

２６ 

 

図書館ボックストレベーター設備保守

点検業務仕様書 
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図書館ボックストレベーター設備保守点検 
業務仕様書 

 
１ 図書館ボックストレベーター設備保守点検業務は、この仕様書に従って実施するも
のとし、「甲」は教育委員会を「乙」は指定管理者を指すものとする。 
２ この仕様書は、作業の大要を示すものであるが、作業遂行にあたり関係法令、維持

基準のあるものについては、それに準じて実施し、また仕様書に示さない事項でも管
理安全上必要な作業については、実施するものとする。 

３ 業務内容は、別紙「指示明細書」による。 
４ 乙は、緊急連絡先及び年間工程表を契約締結後遅滞なく甲に報告すること。 
５ 乙は、作業に必要な人員を常に確保し、作業の遅滞等無いようにすること。 
６ 危険防止及び物品の損傷防止については、次のとおりとする。 
（１）乙は、施設内における作業の実施にあたっては、施設利用者の安全を確保すると

ともに、利用者等に支障をきたさないよう措置を行うものとする。 
（２）甲は、作業中に起こった事故についての責任は一切負わないものとする。 
（３）乙は、作業のため施設内の物品等を移動するにあたっては、損傷のないように取

扱い、作業終了後元の位置に復するものとする。 
（４）乙は、作業により生じた災害及び物品等を損傷したときは、その責任を負うもの

とする。 
７ 乙は、点検、整備を行うにあたって、次の事項を遵守しなければならない。 
（１）乙は、業務に関する作業責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督を 

すること。 
（２）乙は、甲と協議の上、事前に作業計画を作成、提出し、乙が定めた作業責任者と

甲とが必要な調整を行った上で、業務を遂行すること。 
（３）作業は、施設の業務に支障を及ぼさない日時に行うものとし、事前に乙と甲協議

の上決定する。 
（４）不時の事故等により甲が連絡した時は、乙はただちに担当技術者を派遣し復旧す

ること。ただし、それにかかる費用は、乙が負担すること。 
（５）点検、整備に要する機器、工具及び消耗品は、乙が準備・負担すること。 
（６）乙は、点検整備中に機器等の不良箇所が発見された場合は、速やかに甲に報告し、

協議の上処理をするものとする。ただし、軽微な修理、部品交換については、乙の
負担において処理すること。 

８ 乙は、作業終了後速やかに報告書等を作成し、甲の求めがあれば提出しなければな
らない。 

９ 関係官公署、団体に対して検査報告書等の提出の必要がある場合は、乙が責任 
をもって履行し、それに要する一切の費用は、乙の負担とする。 

１０ 本仕様書及び指示明細書に定めなき事項については、乙は甲と協議の上、 
業務を遂行すること。 
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指 示 明 細 書 
 
 １ 業務内容 
 ・ボックストレベーター保守点検 
   点検整備項目 （１）駆動装置 
            ア 電動機及び減速装置 
            イ 主歯車及び緊締装置 
            ウ ガードレール、ガイドシュー、チェーン装置 
            エ フレームカー及び附属品 
          （２）搬入搬出装置 
            ア 搬出装置ベルトコンベヤ式 
            イ 搬入装置ベルトコンベヤ式 
          （３）制御装置 
            ア ホストコンピューター 
            イ 自動制御盤 
            ウ 起動盤 
            エ 監視盤 
          （４）トレイボックス 
          （５）搬送テスト（トレベーター） 
 ・ボックストレベーター用サブリフト保守点検 
   点検整備項目 （１）駆動装置 
            ア 電動機及び巻上機 電磁ブレーキ 
            イ メインロープ及びガイドレール 
          （２）搬入搬出装置 
            ア 搬出装置 
            イ 搬入装置 
          （３）制御装置 
            ア 継電器 
          （４）搬送テスト（サブリフト） 
 ・ボックストレベーター用ベルトコンベヤ保守点検 
   点検整備項目 （１）搬送路 
            ア ベルトコンベヤ及び本体とローラーＳ 
          （２）駆動装置 
            ア 電動機及び減速機 
            イ 待機装置 
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          （３）方向転換装置 
            ア ９０°曲部 
          （４）制御装置 
            ア 継電器 
          （５）搬送テスト（ベルトコンベヤ） 
 
２ 点検回数   月１回 
 
３ 点検・整備方法 
 （１）乙は、業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をするこ

と。 
 （２）乙は甲と協議の上、事前に仕様書に基づき作業計画を作成、提出し、乙が定め

た作業責任者と甲とが必要な調整を行った上で、乙は業務を遂行すること。 
 （３）業務遂行にあたっては、施設の業務に支障を及ぼさない日時に行うものとし、 
    事前に乙と甲協議の上決定する。 
 （４）不時の事故等により甲が連絡した時は、乙はただちに担当技術者を派遣し復旧

すること。ただし、それにかかる費用は、乙が負担すること。 
 （５）点検・整備に要する機器・工具及び消耗品は、乙が準備・負担すること。 

（６）点検整備中に機器等の不良箇所が発見された場合は、速やかに乙は甲に報告し、
協議の上処理をする。ただし、軽微な修理・部品交換については、乙の負担に
おいて処理すること。 

 
４ 機器の更新内容 
 コンベアステーション制御盤（ＣＳＭ）４面を更新すること。 
 
５ 大規模改修工事について 
 当該危機があるフロアが大規模改修工事により閉鎖されている場合は、点検実施時期
や方法等について、甲と乙協議の上別途決定する。 
 
６ その他 

本明細書に定めなきことについては、乙は甲と協議の上、業務を遂行すること。 
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２７ 

豊田市中央図書館自動ドア開閉装置 

保守点検業務仕様書 
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豊田市中央図書館自動ドア開閉装置保守点検業務 
仕様書 

 
 
１ 豊田市中央図書館自動ドア開閉装置保守点検業務は、この仕様書に従って実施する

ものとし、「甲」は教育委員会を「乙」は指定管理者を指すものとする。 
２ この仕様書は、作業の大要を示すものであるが、作業遂行にあたり関係法令・維持  
 基準のあるものについては、それに準じて実施し、また仕様書に示さない事項でも管  
 理安全上必要な作業については、実施するものとする。 
３ 業務内容については、別紙「指示明細書」による。 
４ 乙は、緊急連絡先及び年間工程表を契約締結後遅滞なく甲に報告すること。 
５ 乙は、作業に必要な人員を常に確保し、作業の遅滞等ないようにすること。 
６ 危険防止及び物品の損傷防止について、次のとおりとする。 
（１） 乙は、施設内における作業の実施にあたっては、施設利用者の安全を確保する

とともに、利用者等に支障をきたさないよう措置を行うものとする。 
（２） 甲は、作業中に起こった事故についての責任は一切負わないものとする。 
（３） 乙は、作業のため施設内の物品等を移動するにあたっては、損傷のないように

取扱い、作業終了後元の位置に復するものとする。 
（４） 乙は、作業により生じた災害及び物品等を損傷したときは、その責任を負うも

のとする。 
７ 乙は、点検、整備を行うにあたって、次の事項を遵守しなければならない。 
（１） 乙は、業務に関する作業責任者を定め、業務に従事する技術者の指揮・監督を

すること。 
（２） 乙は、甲と協議の上、事前に作業計画を作成、提出し、乙が定めた作業責任者

と甲とが必要な調整を行った上で、業務を遂行すること。 
（３） 作業にあたっては、施設の業務に支障を及ぼさない日時に行うものとし、   

事前に乙と甲協議の上決定する。 
（４） 故障等により甲が連絡した時は、乙はただちに担当技術者を派遣し、復旧する

こと。ただし、それにかかる費用の負担は、次のとおりとする。 
  ア 乙の負担 
   ・故障時の修理調整費 
   ・消耗部品（ヒューズ、潤滑油、各種連結部品）、エンジン（モーター）、コント 
    ローラー、センサー、戸車、レール、連結機構等駆動装置の部品 
   ・部品取替時の技術費、派遣費及び諸経費 
  イ 甲の負担 
   ・天災及び不可抗力による修理費等 
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   ・甲の使用上の不備、誤りによる修理費等 
 
（５）点検、整備に要する機器、工具及び消耗品は、乙が準備、負担すること。 
８ 乙は、作業終了後速やかに報告書等を作成し、甲の求めがあれば提出しなければな

らない。 
９ 関係官公署、団体に対して検査報告書等の提出の必要がある場合は、乙が責任をも

って履行し、それに要する一切の費用は、乙の負担とする。 
１０ 本仕様書及び指示明細書に定めなきことについては、乙は甲と協議の上業務を遂

行すること。 
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指 示 明 細 書 
 
 
  
１ 業務対象   
  豊田市中央図書館Ｂ１、３Ｆ～７Ｆ ＤＳ型ドアーエンジン  ２１台 
  ※大規模改修工事後は６階から図書館への入退館が可能になるため、 
   １か所自動ドアが増える予定 
 
２ 点検内容 
（１）装置各部の点検及び調整 
（２）開閉速度、クッション作動の異常の有無の点検及び調整 
（３）装置の電装品の点検及び調整 
（４）装置のセンサーの検知状態の点検及び調整 
（５）オイル漏れの有無の点検 
（６）ドアがサッシに当たっていないか、擦れていないかの点検及び調整 
（７）消耗度の著しい部品はないか点検 
（８）その他の必要な点検及び調整 
 
３ 点検回数  年４回 
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２８ 

こども図書室消防設備保守点検 

仕様書 
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こども図書室消防設備保守点検 仕様書 
 
１ 施設所在地   豊田市高橋町３丁目１００番地１ 
２ 業務名    こども図書室消防設備保守点検 
３ 保守点検対象 
   自動火災報知設備 
   消火器具 
   誘導灯 
４ 保守点検回数 
   年２回（半年に１回） 
５ 作業日時 
   作業日時は、原則として、こども図書室の開館日とする。 
   ただし、特別な理由がある場合には、教育委員会と協議の上、支障のない日時に行うものとす

る。 
６ 作業項目 

（１） 自動火災報知設備の保守点検 
（２） 消火器具の保守点検 
（３） 誘導灯の保守点検 

７ 報告 
   作業完了後は、速やかに作業担当者作成の報告書（書式任意）を教育委員会へ提出し、作業完

了確認を受けるものとする。 
８ 費用負担 
   保守点検作業に伴う器具は、保守点検者の負担とする。 
９ 不時の故障 
   不時の故障が生じた時は、指定管理者は、速やかに技術員を派遣して適切な処置を行うものと

する。その費用は指定管理料に含むものとするが、特別な処置及び材料部品が必要な場合は、指
定管理者からの申し出により別途協議するものとする。 

10 危険防止と損害賠償 
（１） 業務実施については、危険防止に十分配慮するとともに、指定管理者の責任により生じ

る損害は指定管理者がすべて賠償するものとする。 
（２） 天災、火災、不可抗力等指定管理者の責に帰すべからざる事由により生じたる損害につ

いては、指定管理者はその責任を負わないものとする。 
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２９ 

こども図書室空調設備保守点検業務 

仕様書 
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こども図書室空調設備保守点検業務 仕様書 
 
１ 施設所在地   豊田市高橋町３丁目１００番地１ 
２ 業務名    こども図書室空調設備保守点検 
３ 保守点検対象機器 

（１） PM-RRFA18（開架書庫空調） 
（２） RYJ-160L（閉架書庫空調） 

４ 保守点検回数 
   年２回（６か月に１回） 
５ 作業日時 
   作業日時は、原則として、こども図書室の開館日とする。 
   ただし、特別な理由がある場合には、教育委員会と協議の上、支障のない日時に行うものとす

る。 
６ 作業項目 

（１） 機能点検 
（２） 簡易フロンガス漏洩点検 
（３） フィルター清掃 

７ 報告 
   作業完了後は、速やかに作業担当者作成の報告書（書式任意）を教育委員会へ提出し、作業完

了確認を受けるものとする。 
８ 費用負担 
   保守点検作業に伴う器具は、保守点検者の負担とする。 
９ 不時の故障 
   不時の故障が生じた時は、指定管理者は、速やかに技術員を派遣して適切な処置を行うものと

する。その費用は指定管理料に含むものとするが、特別な処置及び材料部品が必要な場合は、指
定管理者からの申し出により別途協議するものとする。 

10 危険防止と損害賠償 
（１） 業務実施については、危険防止に十分配慮するとともに、指定管理者の責任により生じ

る損害は指定管理者がすべて賠償するものとする。 
（２） 天災、火災、不可抗力等指定管理者の責に帰すべからざる事由により生じたる損害につ

いては、指定管理者はその責任を負わないものとする。 
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３０ 

メールシーラー 

（デュプロ MS－４６００） 

賃貸借仕様書 
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デュプロ ＭＳ－４６００賃貸借仕様書 
 
 
 
１ 物件の引渡し 

物件の引渡しは、甲の指定した期日までに、甲の指定した場所へ納入すること。 
 

（指定場所 豊田市中央図書館内） 
 

※ 現行物件を引き続きリースできる予定 
 
 
２ 物件の明細 
 

品名 メーカー名 型式 数量 

メールシーラー デュプロ ＭＳ－４６００ １ 
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３１ 

館内利用者呼出機器賃貸借仕様書 
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館内利用者呼出機器賃貸借仕様書 
 
 
 
１ 物件の引渡し 

物件の引渡しは、甲の指定した期日までに、甲の指定した場所へ納入すること。 
 

（指定場所 豊田市中央図書館内） 
 

※ 現行物件の再リースは困難の可能性有。 
 
 
２ 物件の明細 
 

品名 メーカー名 型式 数量 

携帯受信機 パナソニック電工 ＥＣＥ１６１２ ９０ 

充電器 パナソニック電工 ＥＣＥ１９０５ １８ 

集中発信機 パナソニック電工 ＥＣＥ３２０１Ｋ ４ 

中継器 パナソニック電工 ＥＣＥ１６８１Ｐ ２ 
 
３ 保守、点検、整備について 
 借入物品の保守、点検、整備を必要としない。 
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３２ 

図書除菌機賃貸借仕様書 
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図書除菌機賃貸借仕様書 
 
 
 
１ 物件の引渡し 

物件の引渡しは、甲の指定した期日までに、甲の指定した場所へ納入すること。 
 

（指定場所 豊田市中央図書館内） 
 

※ 現行物件の再リースは困難の可能性有。 
 
 
２ 物件の明細 
 明細書のとおり 
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図書除菌機明細書 
 
 
①モデル名LIVA図書除菌機４冊用 

 
②サイズ（mm）１，４２０（高さ）×７００（幅）×５９０（奥行） 
 
③書籍セット方式立て掛け式（固定バー付） 
 
④使用電源１００－１１０V／５０－６０Ｈｚ 
 
⑤消費電力１９０Ｗ 
 
⑥紫外線ランプ８本 
２５，０００～３０，０００回まで有効 
 
⑦フィルター金属製（消耗品交換不要） 
 
⑧同時利用可能冊数４冊 
 
⑨設定時間３０秒 
 
⑩消耗品消臭抗菌剤、紫外線殺菌ランプ（８本）を含む 
一般使用者で取替え可能なものとする。 
 
⑪年間保守費用初年度はメーカー保証とする（購入代金に含む。） 
 
⑫その他 
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３３ 

図書館一般開放用 

インターネットパソコン仕様書 
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図書館一般開放用インターネットパソコン仕様書 
 
１ 業務の概要 

中央図書館４階データベース閲覧用及び６階のインターネット閲覧コーナー用の機器の導入。 
 
２ 設置場所 

設置場所は、豊田市中央図書館４階のデータベース閲覧コーナーと６階のインターネットコーナ
ーとする。 

 
３ 構成機器及び設定の概略 
（１）構成機器（ハードウェア及びソフトウェア）は別紙２のとおりとし、性能については同等以上

とする。また、別紙１の現行機種についても留意すること。 
（２）機器構成の概要は別紙３のとおりとし、機器の役割及び設定の概略は以下のとおりとする。な

お、別紙２に記載が無いものであっても、本仕様書の要求事項を満たすために必要な装置、消耗
品、ソフトウェアがある場合は、それらを付加、設定すること 

① セキュリティ装置 １台 
・ ローカルネットワーク環境をグローバルＩＰアドレスに変換してインターネットに接続 
・ 不正アクセスを防止するため、不要なポートを閉鎖する。 

② サーバ（プロキシー・管理用） １式 
・ インターネット閲覧用パソコン８台のプロキシーサーバとし、フィルタリング機能により公

序良俗に反するようサイトの閲覧を禁止する。 
・ インターネット閲覧用パソコン８台のウィルス対策ソフトの親サーバ 
・ インターネット閲覧用パソコン８台のハードディスク復元ソフトの管理サーバ 
・ ハードディスク障害の速やかな復旧のため、ソフトウェアの設定、データ等のバックアップ

を取得できること 
③インターネット閲覧用パソコン ８台（４階:１台、６階:７台） 
・ 中央図書館一般利用者に開放し、インターネット閲覧のみ機能を提供する。そのため、パソ

コン制限ソフトを用い一般利用者からパソコンの各種設定変更を不可能にする対策を実施
（詳細は別紙４） 

・ ソフトにより、ある時点の構成をサーバに保存することができ、障害や一般利用者による設
定変更を防ぐ対策を実施 

・ ハードディスク障害の速やかな復旧のため、ソフトウェアの設定、データ等のバックアップ
を取得できること 

（３）ソフトウェアは、サーバ１台とクライアントパソコン８台で、それぞれの機能を実現するため
に必要なライセンス数を購入、設定し、リース期間中のバージョンアップ、保守等も含めること。
なお、インストールメディアが必要な製品については、当該メディアも含めること。 

（４）上記（３）については、機器に付加するソフトウェアについても同様とする。 
（５）電源・ネットワークケーブル・ケーブルモデム（固定グローバルＩＰ取得済み、通信速度３０

Ｍ）・サーバ収納用１９インチラック<ｻﾝﾜｻﾌﾟﾗｲ製 CP-021>については既設のものを使用するこ
ととする。 
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４ 保守 
（１）保守期間はリース期間と同一とし、当該期間中に発生するハードウェア、ソフトウェアの障害

に対応すること 
（２）緊急時の障害に対する対応受付は、土日祝日を含む毎日午前９時から午後６時までとする。 
（３）障害対応作業は、受付後２時間以内に開始すること。なお、受付時間が午後５時以降の場合は、

翌日（図書館が休館日の場合は翌々日）の午前９時までに開始するものとする。 
（４）上記のほか、動作環境が安定しないなど、原因不明の障害についても可能な限り解決に努める

こと 
 
５ 完成図書、操作研修及び設定変更等の支援 
（１）設定内容等を記載した図書を提出すること 
（２）作業完了後速やかに、職員へ機器等の操作説明をすること 
（３）図書館側の事情によりネットワークやプロバイダを変更する時は切換作業等に立ち会うこと 
（４）サーバやパソコン等の設定環境やソフトウェアの設定変更が必要な場合は、要望に応じて設定

作業を行うこと 
 
６ その他 
（１）作業は、可能な限り図書館閉館時に行うこと 
（２）空き箱等のごみは持ち帰ること
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708ページ 別紙１

現行機種



 

別紙２ 
 
機器等仕様書 
１ ハードウェア 

品名 数量 仕様 
セキュリティ装置（firewall） １台 ・ JuniperNetworks 製 SRX100H または同等以上 

・ ５年間のハードウェア保守及びサポートライセンスを含むこと 
サーバ １台 ・ CPU は、インテル製 Pentium デュアルコアプロセッサー G640(2.8GHz)以上とすること 

・ ﾒﾓﾘは、8Gb 以上（デュアルチャネルモード対応、偶数枚単位で実装）とすること 
・ HDD は、500GB 以上とすること 
・ DVD-ROM ドライブを内蔵すること 
・ ディスプレイは、15 インチ以上の液晶ディスプレイとすること 
・ ハードディスクの内容（ソフトウェアの設定、データ等）をバックアップする装置を付加するこ

と。バックアップに必要なソフトウェア及び消耗品を一式付加し、設定を行うこと 
・ 109 型キーボード、２ボタンホイール付マウスを付加すること 
・ UPS は、750VA 以上でサーバの起動/終了の自動運転が可能であること。また必要なソフトウェ

アを付加し、設定を行うこと 
・ OS は、Microsoft Windows Server 2008 R2，Standard Edition を推奨とし、必要な接続ラ

イセンスを付加すること 
・ 既設の 19 インチ防塵ﾎﾞｯｸｽ<ｻﾝﾜｻﾌﾟﾗｲ製 CP-021>W570×D800×H700 mm に収納可能である

こと 
・ サーバ本体及び付加する装置のハードウェア並びにソフトウェアの５年間の保守及びサポートラ

イセンスを含むこと 

709ページ

※既に提供が終了していたり、サポート期間が過ぎていたりするものについては、同等の機能を持つ後継のものを導入すること（例:Windows７→Windows11）



 

インターネット閲覧用パソ
コン 

８台 ・ 省スペースデスクトップ型（幅 100mm×奥行 350mm×高さ 360mm 以内）とすること 
・ OS は、Windows７ Professional とすること 
・ CPU は、インテル製 Celeron プロセッサー 430(1.80GHz) 以上とすること 
・ ﾒﾓﾘは、1GB 以上とすること 
・ HDD は、40GB 以上とすること 
・ USB2.0 ポートが３個以上あること 
・ DVD-ROM ドライブ、CD-RW＆DVD コンボドライブ、DVD スーパーマルチドライブのいずれか

を内蔵すること 
・ FDD 内蔵の有無は問わない。 
・ ネットワークインターフェイスは 100BASE-TX 以上で Remote Power On 機能を備えること 
・ 109 型キーボード及びスクロールホイール付光センサー式マウスを付加すること 
・ ディスプレイは、1,280×1,024 ドット以上の液晶ディスプレイ（本体と同一メーカー製）とす

ること 
・ Office ソフトは、MS-Office2010 Personal とすること 
・ パソコン本体及びディスプレイは、日本電気、東芝、レノボ、富士通、日立（HP 製も可）のうち

のいずれかの製品とすること 
・ パソコン本体及び付加する装置のハードウェア並びにソフトウェアの５年間の保守及びサポート

ライセンスを含むこと 
ネットワーク機器 ２台 ・ CentreCOM FS708XL または同等以上のスイッチングハブ 
 
２ ソフトウェア 

品名 数量 仕様 
インターネット閲覧制限ソ
フト 

１式 標準品を、デジタルアーツ社製 i-Filter Proxy Server とし、同等の機能を有するものであること 

ウィルス対策ソフト １式 標準品を、トレンドマイクロ社製 ウィルスバスター ビジネスセキュリティとし、同等以上の機能
を有するものであること 

パソコン環境復元ソフト １式 標準品を、Zetta 社製 リカバリー王Ｚとし、同等以上の機能を有するものであること 
パソコン使用制限ソフト １式 標準品を、富士通ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ社製 InfoBarrier6 とし、同等以上の機能を有するものである

こと 
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※既に提供が終了していたり、サポート期間が過ぎていたりするものについては、同等の機能を持つ後継のものを導入すること（例:Windows７→Windows11）



HUB

FIREWALL

ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑ

HUB

Aitainet
(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)

＜アプリケーション構成＞
■サーバ

・環境復元ソフトウェアマネージャー
・ウィルス対策ソフトウェア
・コンテンツフィルタ

■クライアント
・Windows環境制限ソフトウェア
・環境復元ソフトウェア
・ウィルス対策ソフトウェア

別紙３ 機器構成概要図
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別紙４ 
 

【制限項目設定一覧】 
 設    定    項    目 

W
indow

s

環
境
設
定 

■起動時に guest 権限で立ち上がるように設定 
■デスクトップ上のアイコンを IntrnetExplorer のみにする 
■コントロールパネルの各画面を変更できないようにする 
■デスクトップ上の右クリックで出すメニューを使用不可にする 
■ファイル検索機能を使用不可にする 
■スクリーンセーバー及び背景の変更を使用不可にする 
■MS-DOS モード・プロンプト起動を使用不可にする 
■「マイコンピュータ」からドライブを隠す 
■スタートメニューから「ファイル名を指定して実行」を使用不可にする 
■レジストリ変更ツール（regedit.exe,sysedit.exe）を隠しファイルにし、権限を

Administrator のみにする 
■スタートメニューの「最近使ったファイル」を表示しないように設定する 
■スタートメニューを表示させないように設定する 
■ＣＤ自動起動設定を使えないように設定する 
■終了時に設定を保存しない 
■不要なサービスを無効にする 
■Administrator の名前を変更する 
 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
設
定 

■Internet Explorer の設定を変更できないように設定する 
■スタートメニューから不要なアプリケーションの起動アイコンを削除又は移動する 
■Notepad(メモ帳)を隠しファイルにし、権限を Administrator のみにする 
■Outlook Express のフォルダを隠しファイルにし、権限を Administrator のみにする 
■Internet Explorer の履歴保存を１日に設定する 
■Internet Explorer のゾーン設定全てを同じ設定（イントラネット・信頼済みサイト

でも高いセキュリティレベル）にする 
■ウィルス対策ソフトを導入する 
■ウィルス対策ソフトが設定変更で無効化されないようにする（設定画面を簡単に表示
しない） 

BIO
S 

設
定

 

■パソコン起動時にＢＩＯＳによるパスワード入力の設定をする 
■ＢＩＯＳ設定変更画面へ移行するときのパスワード入力の設定をする 
 
 

そ
の
他 

■ルータに必要なポート（８０、４４３、５３）のみ通過させる設定をする 

 

712ページ

※サービスが終了しているものについては、後継のサービスとすること
（例:Internet Explorer→Microsoft Edge）



 

  

３４ 

座席予約管理システム仕様書 
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３５ 

館内フリーWi-Fi 機器仕様書 
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３６ 

豊田参合館  

ゴミ置き場の利用について 
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３７ 

様式１〜４  

施設の不具合対応状況確認シート 
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（様式１）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 (再委託業者等)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

令和 年度 □□施設  施設及び設備の維持管理業務実施状況（ 月分）

（１）実施予定及び実施状況

No. 実施内容 頻度
実施時期 ＜○印:予定、●印:実施済＞

備考
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（様式２）

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □

6 □

7 □

8 □

9 □

10 □

11 □

12 □

13 □

14 □

15 □

※異常有りの場合、様式３「施設の不具合対応状況確認シート」に反映してください。
　 反映状況を確認し、最右列のチェック欄にチェックしてください。
※新規の異常や、既存の異常でも状況に変化があった場合には、状況が分かるような添付資料を提出してください。

異常の
有無

添付資料
の提出

様式3へ
の反映

（２）実施内容 及び 異常の有無等

No. 実施内容 実施日
実施内容／異常の内容等

＜●印:新規、○印:既存＞
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施設の不具合対応状況確認シート （様式3）
↓該当する場合「●」、該当しない場合「―」

【● or －】 【● or －】 【● or －】

自動付番 (ﾘｽﾄ選択) 「その他」の場合入 日付 (ﾘｽﾄ選択) (ﾘｽﾄ選択) (ﾘｽﾄ選択) (ﾘｽﾄ選択) (ﾘｽﾄ選択) (ﾘｽﾄ選択)

指摘のあった
点検業務名

備考
所属情報 施設情報 点検結果情報 優先順位検討

判定 対応状況
直近点検
／確認日

修繕見積額
（円）

所属
コード

所属名 施設番号 施設名 管理番号
③緊急性

（その他点検業務
名）

不具合箇所 不具合内容 初回発覚日
①法令違反 ②危険性

対応者
対応

予定時期
（年/月）

対応完了日 特記事項

3/4
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（様式４）

年間修繕額

番号 実施日 修繕名称 修繕内容等 場所
実施者

（施工業者）
実施金額
（税込）

累計額 残額
添付資料
提出日

1 0 0

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

令和　年度　□□施設　　小規模修繕等実績
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３８ 

暴風警報発表時の図書館の 

閉館対応について 
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暴風警報発表時の図書館の閉館対応について 
 

豊田市中央図書館及びこども図書室の風水害時における閉館の対応は、原則以下のとおりとする。 
 
１ 開館・閉館対応 
 風水害により図書館の所在地を含む地区が、以下の状況になった際に閉館する。 

１．台風の接近などで、暴風警報が発表される。 
２．大雨などにより、豊田市災害対策本部が「警戒レベル 4 避難勧告」または「警戒レベル 4 避

難指示（緊急）」発令される。 
開館、閉館の基準は以下のとおりとする。 
・９時までに暴風警報等解除       ⇒ １０時から開館（通常どおり） 
・暴風警報等解除            ⇒ １時間後に開館 
※ 閉館の根拠が解除され、施設の安全が確認できたら開館する。 
・開館中に暴風警報等発令        ⇒ １時間後に閉館（発令後、入口に掲示） 
・暴風警報等が１８時までに解除されない ⇒ 閉館 
（こども図書室は１４時まで解除されない場合、閉館） 

※指定管理者は、暴風警報発令に伴う閉館後は２「閉館時に実施が必要な業務について」示した
業務を遂行できる人員を確保すること 

 
２ 閉館時に実施が必要な業務について 
（１） 館内での看板等の掲示、館内放送及び図書館ＨＰやＳＮＳによる周知 

（２） 閉館時の来館者対応 
・新たな来館者 ⇒ 原則、入館させない（５階入り口は閉鎖） 
・館内利用者  ⇒ 暴風警報発令に伴う閉館をアナウンス 

（館内に留まりたい利用者に対しては積極的には追い出さない） 
館内に滞在を希望する利用者は３階のみ可とする等、把握に努める 

・電話問合せ  ⇒ 通常どおり対応 
※暴風警報発令に伴う閉館後も電話対応は２０時まで実施する 

（３） ネットワーク館との連絡・調整、資料の選書・発注、館内見回り・点検（水漏れの有無等）、
警報解除に備えた開館準備 

 

３ 指定管理者の出勤 
暴風警報等の発令に関係なく、指定管理者は通常どおり出勤（公務員に準ずる） 
※閉館時、職員は２で示した業務に従事する 
※配送便については、国土交通省自動車局貨物課の令和２年２月２８日の報道発表資料に基づき
中止する 

 
４ 市公共施設の閉館基準（参考） 

次の場合は、市が所有する対象地区内の公共施設を原則閉館する。 
 1.台風の接近などに伴い、暴風警報が発表された場合 
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 2.線状降水帯などによる大雨により、豊田市災害対策本部が、「警戒レベル 4 避難勧告」また
は「警戒レベル 4 避難指示（緊急）」を発令した場合 

閉館した施設の再開館は、暴風警報や豊田市災害対策本部が発令した「警戒レベル 4 避難勧告」
や「警戒レベル 4 避難指示（緊急）」が解除され、施設の安全が確認できたあとに行う。 
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